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電気通信大学　平成17年度シラバス

授業科目名 計算理工学第二

英文授業科目名 Computational ScienceII

開講年度 2005年度 開講年次 ３年次

開講学期 ６学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 専門科目-学科専門科目-選択科目

開講学科・専攻 情報工学科

担当教官名 竹田　辰興

居室 西９-６１３

公開E-Mail 授業関連Webページ

takeda@im.uec.ac.jp 　

【主題および達成目標】

主題：これまで学習してきた数値計算法やプログラミング技術が計算科学の分野でどのように生かされて

いるかについて学習する。研究開発や生産の現場で実際に使われているシミュレーションプログラム

は、一般に、大規模かつ複雑であるが、これらも元をただせば種々の理工学分野でたてられたモデルと各

種計算技術の組み合わせで構成されている。この点について理解を深め、計算科学的シミュレーションの

考え方を身に付けることを目標とする。

達成目標：計算理工学の役割と現象のモデル化について理解する。また、現実の対象を計算科学的に理解

する方法を簡単な例について実行できるような能力を身に付ける。

【前もって履修しておくべき科目】

微分積分学、解析学、線形代数学、コンピュータリテラシー、基礎プログラミング、計算理工学第一

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

　

【教科書等】
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【授業内容とその進め方】

計算理工学は非常に広い範囲の対象を扱う学問であるが、授業では主として計算物理学と呼ばれる分野を

中心にした話題を取り扱う。このように範囲を絞っても、その対象は広範囲に渡るし、また、関連分野と

の間の境界もそれほど明確なものではない。具体的な講義内容は次のようなものを予定している。な

お、回数は各週の講義に対応するものではなく、講義進行の目安である。

第１回

１）計算科学とコンピュータシミュレーション

第２ー７回

２）物理モデル、数理モデル、数値解析

第８ー１０回

３）粒子系シミュレーション、連続体系シミュレーション

第１１ー１３回

４）ランダム過程

第１４ー１５回

５）数値積分とモンテカルロ法

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

講義内容に対応した簡単なプログラムを作成し、計算結果について自分で考えることに重点を置いたレポ

ートを提出する。基本的には２回のレポート課題の出題を予定しており、特に２回目のレポートに重点を

置いて問題作成と評価をする予定である。

【オフィスアワー：授業相談】

特に時間を設定していないが、電話やメールで事前にアポイントを取れば面談に応じる。

【学生へのメッセージ】

計算科学の分野でのコンピュータ利用の最終目的は具体的な物理的対象物の理解や設計に必要な解答を得

ることです。これまで学習してきた数学的な基礎やコンピュータ利用技術はこのような目的のために驚く

ほどの力を発揮します。この様子を一部でも垣間みることによって、計算科学に興味を持ち積極的に計算

理工学の分野に踏み込んでほしいと思います。

【その他】

　


